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す
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が
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学
校
施
設
と
し
て
も
、
こ
の

取
り
組
み
が
推
進
し
や
す
く
、

安
心
・
安
全
で
学
び
や
す
く
、

通
い
た
い
・
通
わ
せ
た
い
と
思

わ
れ
る
、
魅
力
的
な
小
中
一
貫

校
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な

学
校
が
よ
い
か
、
子
ど
も
た
ち

や
牧
之
原
市
の
未
来
を
見
据
え

て
、
今
、
み
ん
な
で
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

教育委員会は、専門家、教員、保護者、自治会関係者、公募の皆さん
による学校再編計画策定委員会に依頼して、「これからの学校の目指
す学校像、学校区、場所など」について検討してもらっています。
そして、その内容を本年３月末までに「学校再編計画素案」として、
教育委員会に提出してもらう予定です。
本特集では、検討中の計画素案の考え方を２回にわたり紹介します。

問い合わせ　教育総務課　石川奈美　☎532642

ほとんどの校舎が、建築から40
年以上経過し、更新時期を迎え
ています。津波浸水想定区域に
立地している学校もあります。

児童生徒数は、現在、ピーク時
の約半分に減少しています。出
生数の減少幅から、今後も減少
していくことが予測されます。

学校名 築年数 学校名 築年数
相良小 47 細江小 50
菅山小 39 勝間田小 56
萩間小 55 坂部小 58
地頭方小 55 相良中 45
牧之原小 50 牧之原中 42
川崎小 52 榛原中 48

校舎の状況 学校数と規模児童生徒数の推移

これからの学校への意見を募集中

［市ホームページでの意見募集］　計画素案などを参考にご意見をください。
　　　　　　　　　　　　　　　HP https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/site/
　　　　　　　　　　　　　　　　 kyouiku/37899.html
［保護者アンケート］ ０歳～中学生までの保護者を対象に、まきはぐでアンケートを実施しています。

＊紹介している内容は、現時点で学校再編計画策定委員会が検討している計画の素案段階のものです。
　さらに市民の皆さんの意見を聞いて最終的な計画素案をつくるため、今回の内容と変更する可能性があることをご了承ください。

－ 学校再編特集　第１回 現状と目指す学校像 －

本市の子どもたちが通う学校は、
全部で13校です。そのうちの
３校は、学校組合として他市と
一緒に運営しています。

５つの
基本方針

どんな学校にしたいの？

どうしてこれからの学校を考えるの？

今の学校はどうなっているの？

次回、３月号では、さらに具体的な内容についてお知らせします。

子どもにとってよいと思える
学校にしたいというのが一番
の思いです。
その学校は、地域、家庭のみ
んなが子どもの育ちに関わ
り、地域の人が活動できる場
所があり、子どもだけでなく、
みんなが行きたくなる学校に
したいと思っています。

新しい学校の目指す姿は「みんなの学校」です
● 子どもたちが「学校が楽しい！」と思える子ども主体の学校
● みんなで子どもを育てる「共

きょう

育
い く

」の学校
これからの社会を生きるために必要な主体性、社会性、コミュニ
ケーション力といった人間力を、本市では「次代を切り拓く力」
としています。
子どもたちに、次代を切り拓く力を育むことができる教育内容と
それを推進できる学校施設を整えるため、計画素案では、以下の
「５つの基本方針」を掲げます。

　　　働きやすく充実した指導が
　　　できる学校
教職員が働きやすく、充実した指導ができ
る組織体制と施設環境を整備します。

　　
　　　

　　　安心・安全な学校

児童・生徒、教職員などが安心して学校生
活を送れるよう、市民にとって最も不安な
自然災害である津波の浸水想定区域外に、
災害に強い学校施設をつくります。

　 　　　次代を切り拓く力を
　　　育む学校
一人一人の可能性を伸ばし、次代を切り拓
くために必要な人間力を育むことができる
環境をつくります。

　　
　　

　　　すべての子どもが主役
　　　の学校
すべての子どもにとって学びやすく、活動
しやすい教育環境を、子ども主体で考えま
す。

　　
　　　

　　　地域の未来を担う子ども
　　　を育てる学校
地域の人が子どもの育ちに関わり、地域の
資源や行事を通じて、子どもたちに地域愛
を育み、さらに、学校がみんなの居場所と
なり、活動できる場所となるようにします。

　　
　　　

学校再編計画とは？
子どもたちがもっと学
びやすく・生活しやす
い学校にするため、今
ある学校区の見直しを
含め、新しい学校をつ
くるために必要なこと
を定めるものです。

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

０ 1980 1990 2000 2010 2020

6630人

3281人

（人）

（年）＊御前崎中は、御前崎市が管理市のため
　掲載していません。

小学校
 ▶相良（３）▶菅山（１）
  ▶萩間（１）▶地頭方（１）
  ▶川崎（２）▶細江（２）
  ▶勝間田（１）▶坂部（１）
  ▶牧之原（１）
中学校
  ▶相良（５）▶榛原（６）
  ▶牧之原（１）▶御前崎（４）
＊（）内の数は１学年の平均クラス数。
　緑色は学校組合立。


